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第1章  埋設護岸 の点検 ・維持管理計画  

 

埋設護岸の点検・維持管理フローを図－  1.1 に示す。 
 

(1)  埋設護岸の施工時の準備 

 数年後の劣化計測を行うための供試体を併設する。なお、設置にあたってはメーカと相談し

て実施する。  

 
(2)  埋設護岸完成時の記録の保管 

 完成時の断面図、平面図等の情報、袋材照査において設定した目標寿命等の前提条件、設計

資料を記録保管する。  

 また、海岸巡視時における埋設護岸の点検内容等の計画を立案する。 

 

(3)  埋設護岸完成後の点検の実施 

 埋設護岸完成後は、定期的及び高波浪来襲前後に点検を行う。  

 点検において、完成時あるいは前回の巡視・点検時からの変状の進行有無を確認し、立入制

限・注意喚起等の応急措置の必要有無を判断する。  

 

(4)  埋設護岸の健全度評価の実施 

 埋設護岸の変状の内容を評価して、健全度を評価する。  

 なお、埋設護岸の変状と健全度のランクは、マニュアルに従い図－  1.2 に示すとおりとする。  

 

(5)  埋設護岸に変状が生じた場合の対応 

 埋設護岸に深刻な変状が生じた場合となる健全度 A ランク（要対策）であれば、袋詰め玉石

や土嚢設置等の応急措置を実施し、対策を検討して補修や更新等を実施する。  

 埋設護岸の健全度 B ランク（重点監視）、C ランク（充填点検）では、重点的に監視・点検

する内容を整理し、点検計画を更新する。  

 

(6)  点検・維持管理計画の見直しについて 

 点検・維持管理計画は、関係機関・市民との連携による維持管理の効率化等について、今後

も検討を進め、適宜見直しを行っていく。 

 

 

 

※出典：浜崖後退抑止工の性能照査・施工・管理マニュアルに加筆修正（  加筆修正箇所） 

図－ 1.1 埋設護岸の点検・維持管理フロー 

 

 

※出典：浜崖後退抑止工の性能照査・施工・管理マニュアル 

図－ 1.2 埋設護岸の変状連鎖 

海岸巡視の実施に合わせて、 

定期的及び高波浪前後に点検 

施工 供試体の併設 
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第2章  海岸巡視 時にお ける埋設護岸の点 検計画  

 

2.1  海 岸 巡 視 時 に お け る 埋 設 護 岸 の 点 検 計 画  

 宮崎海岸では、現在１週間に１度の頻度で海岸巡視（パトロール）を実施しているため、埋

設護岸施工後は、その海岸巡視時に埋設護岸の点検を組み込む。  

 埋設護岸の点検においては、サンドパックや養浜に異常、変状が発生していないか点検する。

点検概要を表－  2.1 に示す。  
 

2.2  そ の 他 事 項  

 サンドパック袋材の摩耗劣化及び気象要因劣化は、両方が並行して起こる場合が多いため、

目視による点検だけでは劣化度を一概に判断しがたい場合がある。したがって、健全度に疑

問が生じた場合には、すぐにメーカの専門スタッフを召集して確認を行うことが肝要である。

そのため、毎年度当初にメーカ担当者・連絡先を確認する。  

 設置後のサンドパックの高さ及び位置の状態や、サンドパック上面の養浜天端の高さ（覆土

厚）を把握できるように、維持管理用道路に高さ及び位置の基準となる杭等の設置を検討す

る。 

 また、背後養浜盛土の変形を把握できるように、背後養浜盛土の法肩、法尻、法面等に杭等

の目印設置を検討する。 

 

 

表－ 2.1 パトロール時における埋設護岸の点検概要（案） 

箇所 点検項目 点検方法 判定基準と対応 

摩耗の程度

劣化の程度基
布 

損傷の程度

・内基布の露出の有無 

・サンドパック露出箇所に

おける植物の根等による

サンドパックの破損(内

側からの突き出し、外側

からの根の侵入)の有無 

・目視 ・内基布の露出や、植物の根等により破損してい

た場合、カバー材による保護又は樹脂コーティ

ング 

・袋材の損傷が大きい場合は、袋詰め玉石や土嚢

設置等の応急措置を実施し、対策を検討して補

修や更新等を実施 

全
体 

充填度 ・サンドパック天端高、法

先位置の変化 

・中詰材の吸い出しによる

サンドパック収縮の有無

・露出時に

測量 

・サンドパック積層体の計画天端高を下回った場

合、再充填又は撤去・再設置 

摩耗の程度

劣化の程度

サ
ン
ド
パ
ッ
ク 

連
結
材 

損傷の程度

・内基布の露出の有無 ・目視 ・内基布が露出していた場合、新規連結材に交換

摩耗の程度

劣化の程度洗掘 

対策工

損傷の程度

・洗掘対策工の露出の有無

・洗掘対策工の破損の有無

・目視 ・洗掘対策工が露出して、サンドパック前面覆土

も流失しており、サンドパックの構造に影響を

及ぼす可能性がある場合は、緊急養浜等の処置

を検討 

・洗掘対策工が破損していた場合、洗掘対策工を

破損個所の上部に重複させて追加設置 

摩耗の程度

劣化の程度
施工端

接続部
損傷の程度

・施工端接続部の破損の有

無 

・目視 ・施工端接続部が破損していた場合、補修又は撤

去・再設置 

前面養浜 

の侵食 

・覆土流失の有無 

・前面地盤低下の有無 

・サンドパックの露出の有

無 

・目視（高

波浪後巡

視） 

・覆土が流失し、サンドパックが露出した場合に

は、サンドパック袋材損傷を防止するために、

できるだけ早期の追加養浜を検討 

・前面地盤が低下し、洗掘対策工が露出するなど、

サンドパックの構造に影響を及ぼす可能性があ

る場合は、緊急養浜等の処置を検討 

養浜天端 ・必要覆土厚（0.5m 以上）

の確保 

・漂着物、砂面、浜崖の状

況把握 

・目視（高

波浪後巡

視） 

・スタッフ

による測

量 

・状況を記録し、覆土厚を確保できていない場合

は、重機走行禁止（作業前に必要覆土厚となる

ように盛土追加） 

背後養浜 

盛土 

・引き波による養浜盛土変

形の有無 

・目視（高

波浪後巡

視） 

・背後養浜盛土の表法面に侵食が見られた場合に

は、変化形状及び変化量を測定 

・計画時の想定よりも侵食が大きい場合には、対

処の必要性を検討 

養浜盛土 

端部 

・隣接部で施工端処理を越

える侵食の有無 

・目視（高

波浪後巡

視） 

・端部又は部分的に大きく侵食が生じ、サンド

パックの構造に影響を及ぼす可能性がある場合

は、緊急養浜等の処置を検討 

養 浜

養浜 

及び 

養浜盛土 

・吸い出し、空洞化 ・目視（必

要に応じ

て突き刺

し点検） 

・目視点検（通報を含む）から吸い出し、空洞化

の兆候が見られた場合、立ち入り禁止措置を行

い、突き刺し点検を実施 

・吸出し防止材の損傷によるものであれば、新し

い吸い出し防止材を再設置 
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第3章  サンドパック袋 材の補修計画  

 
3.1  サ ン ド パ ッ ク 袋 材 の 補 修 計 画  

 
 サンドパックの袋材の主な補修方法は、基布カバー工法と樹脂コーティングによる方法であ

る。 

 使用するサンドパックの種類や損傷状況によって、採用する補修方法は異なる。  

 採用する補修方法の選定フローを図－  3.1 に示す。サンドパック袋材に損傷が発見された場

合は、迅速に補修する。 

 なお、袋材補修で対応できるかどうかの判断基準は、表－  3.1 に示す通りとする。  

 
 

 
※出典：浜崖後退抑止工の性能照査・施工・管理マニュアル  

図－ 3.1 サンドパック袋材の補修フロー 

 

 

 

 

 

 

表－ 3.1 袋材補修の判断基準 
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3.2  袋 材 の 補 修 方 法 例  

 
(1)  基布カバー工法 

 
方法  特徴  

損傷した部分に基布を当てて、サン

ドパックの基布に縫製又は接着剤に

より取り付ける。  

簡易的に作業が可能。ただし、接着剤を用いてカバー用基布を貼り

付ける場合は、事前に必要な接着剤の強度・伸び等を袋材メーカに

確認する。  

 

 
※出典：浜崖後退抑止工の性能照査・施工・管理マニュアル 

 

 

 
(2)  樹脂コーティング方法 

 
方法  特徴  

損傷部分に樹脂（ポリウレタン、ポ

リウレア、エポキシ等）を塗布して

補修する。  

樹脂の種類や塗布の厚さにより縫製以上の引張強度を有する。た

だし、引張強度、対候性、耐摩耗性について事前に袋材メーカに

確認する。  

 

 
※出典：浜崖後退抑止工の性能照査・施工・管理マニュアル  
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